
１ ＭＡ米の輸入数量（輸入先国別及び輸入方式別）

（単位：千玄米トン）

Ⅵ 輸出入の動向

輸入米の入札情報については、農林水産省ホームページの「政策統括官」の分野別分類「米（稲）・麦・大
豆」、品目別分類「輸入米麦入札関連資料」で御覧いただけます。
【 http://www.maff.go.jp/j/seisan/boueki/nyusatu/index.html 】

輸入1

うち一般輸入
うちSBS輸入

※

平成7年度 194 107 32 87 5 426 415 11

平成8年度 233 144 40 87 6 511 488 22

平成9年度 290 151 46 95 13 596 537 55

平成10年度 313 152 78 109 29 681 551 120

平成11年度 339 159 86 115 24 724 591 120

平成12年度 356 168 99 120 24 767 632 120

平成13年度 364 146 136 110 11 767 655 100

平成14年度 361 153 112 96 44 767 710 50

平成15年度 355 153 110 90 51 759 647 100

平成16年度 361 185 98 20 103 767 661 94

平成17年度 362 186 84 19 116 767 655 100

平成18年度 358 179 76 52 102 767 654 100

平成19年度 358 243 82 - 13 696 585 100

平成20年度 430 261 72 - 6 769 658 100

平成21年度 358 332 71 - 5 767 655 100

平成22年度 356 345 19 40 6 767 725 37

平成23年度 358 241 56 71 40 767 658 100

平成24年度 362 281 46 64 13 767 656 100

平成25年度 359 351 1 41 15 767 700 61

平成26年度 359 332 55 14 6 767 754 12

平成27年度 359 344 56 1 6 767 734 29

平成28年度 376 375 3 7 7 767 685 73

平成29年度 365 264 56 74 8 767 655 100

平成30年度 359 316 69 14 8 767 701 59

令和元年度 360 306 83 0 17 767 681 77

米　国 合　計その他
オースト
ラリア

中　国タ　イ

資料： 農林水産省「米をめぐる関係資料」
※ＳＢＳ輸入数量の単位は千実トン。

注：１ 各年度の輸入契約数量の推移。
２ ラウンドの関係で合計と内訳が一致しないことがある。
３ 千実トンと千玄米トンのため合計は一致しないことがある。

（参考）ＭＡ米以外で、枠外税率を支払って輸入されるコメの数量は、毎年0.1～0.2千トン程度



２ 加工原材料用に係る政府所有ＭＡ米の見積合わせ結果
（平成３１年度・令和元年度）

資料：農林水産省「加工原材料用に係る政府所有ミニマム・アクセス米の見積合わせ結果の概要について」

輸入2

（単位：実トン）

販売期間 販売期間

 平成31年4～6月分

（長期契約）
 平成31年4～令和元年7月分

4月分

（月別契約）
令和元年8～11月分

令和元年5月分

（月別契約）
令和元年12～令和2年3月分

6月分

（月別契約）

7～9月分

（長期契約）

7月分

（月別契約）

8月分

（月別契約）

9月分

（月別契約）

10～12月分

（長期契約）

10月分

（月別契約）

11月分

（月別契約）

12月分

（月別契約）

令和2年1～3月分

（長期契約）

1月分

（月別契約）

2月分

（月別契約）

3月分

（月別契約）

小　計 小　計

合計

うるち

458

633

23,160

326

322

23,199

220

432

3,153

440

411

23,443

291

2,259

23,204

534

612

572

2,870

もち

106,539

8,28298,257



３ ＳＢＳ輸入米の見積合わせ結果（令和元年度）

資料：農林水産省「輸入米に係るSBSの結果の概要」

（単位：実トン）

うるち もち うるち もち うるち もち うるち もち うるち もち

一般米 5,252 276 40 80 260 501 6,409

砕精米 2,200 200 100 2,500

計 7,452 276 240 180 260 501 8,909

一般米 4,944 140 761 280 941 7,066

砕精米 1,800 700 2,500

計 6,744 140 1,461 280 941 9,566

一般米 5,023 1,132 126 420 297 6,998

砕精米 2,200 100 200 2,500

計 7,223 100 1,332 126 420 297 9,498

一般米 2,442 340 1,344 200 230 4,556

砕精米 2,000 300 200 2,500

計 4,442 340 1,644 400 230 7,056

一般米 4,333 360 288 100 1,058 6,139

砕精米 2,116 100 500 2,716

計 6,449 460 788 100 1,058 8,855

一般米 3,498 1,120 100 1,831 6,549

砕精米 2,300 200 500 3,000

計 5,798 1,320 500 100 1,831 9,549

一般米 4,856 360 392 120 589 6,317

砕精米 2,334 200 300 2,834

計 7,190 560 692 120 589 9,151

一般米 2,589 478 240 4,912 8,219

砕精米 4,260 160 100 220 1,000 5,740

計 6,849 638 100 460 5,912 13,959

一般米 32,937 2,596 4,435 126 1,540 0 260 0 10,359 0 52,253

砕精米 19,210 600 2,360 600 520 0 0 0 1,000 0 24,290

計 52,147 3,196 6,795 726 2,060 0 260 0 11,359 0 76,543

一般米 16,364 2,392 4,624 90 594 0 13,203 0 2,477 0 39,744

砕精米 14,240 940 1,700 1,200 620 0 0 0 100 0 18,800

計 30,604 3,332 6,324 1,290 1,214 0 13,203 0 2,577 0 58,544

一般米 45,841 2,976 3,506 90 1,580 0 27,863 0 2,007 0 83,863

砕精米 8,966 1,000 2,012 360 660 0 2,839 0 300 0 16,137

計 54,807 3,976 5,518 450 2,240 0 30,702 0 2,307 0 100,000

一般米 27,318 3,600 3,487 108 2,156 0 6,861 0 1,236 0 44,766

砕精米 24,820 700 2,300 388 240 0 0 0 100 0 28,548

計 52,138 4,300 5,787 496 2,396 0 6,861 0 1,336 0 73,314

一般米 4,251 3,458 2,762 72 76 0 1,285 0 959 0 12,863

砕精米 10,940 1,260 2,420 1,022 660 0 0 0 150 0 16,452

計 15,191 4,718 5,182 1,094 736 0 1,285 0 1,109 0 29,315

一般米 662 2,418 2,732 72 80 0 559 0 767 0 7,290

砕精米 0 724 2,540 252 700 0 0 0 100 0 4,316

計 662 3,142 5,272 324 780 0 559 0 867 0 11,606

合計
その他オーストラリア

第1回

（令和元年9月27日）

第2回

（令和元年10月30日）

第3回

（令和元年11月22日）

アメリカ タイ 中国

第4回

（令和元年12月20日）

第5回

（令和2年1月22日）

第6回

（令和2年2月7日）

第7回

（令和2年2月25日）

平成26年度計

（参考）

第8回

（令和2年3月10日）

令和元年度計

平成29年度計

（参考）

平成28年度計

（参考）

平成27年度計

（参考）

平成30年度計

（参考）

輸入3



資料：農林水産省「輸入米に係るSBSの結果の概要」

4 CPTPP・国別枠の見積合わせ結果（令和元年度）

（単位：実トン）

うるち もち

一般米 856

加工品・調製品

砕精米

計 856

一般米 803

加工品・調製品

砕精米 60

計 863

一般米 800

加工品・調製品

砕精米 40

計 840

一般米 300

加工品・調製品

砕精米 40

計 340

一般米 560

加工品・調製品

砕精米

計 560

一般米

加工品・調製品

砕精米

計

一般米 3,319 0

加工品・調製品 0 0

砕精米 140 0

計 3,459 0

一般米 1,000 0

加工品・調製品 0 0

砕精米 120 0

計 1,120 0

平成30年度計

（参考）

オーストラリア

第１回

（令和元年5月28･29日）

令和元年度計

第２回

（令和元年7月23日）

第３回

（令和元年9月24・25日）

第５回

（令和2年1月28日）

第４回

（令和元年11月26日）

第６回

（令和2年3月17日）

輸入4
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5 コメ・コメ加工品の輸出量及び輸出金額について

169
201

221

150

261

201９年の輸出額は
323億円

（前年比６％増）

（億円）

（年）

コメ・コメ加工品の輸出状況

コメ・コメ加工品の輸出量及び輸出金額

資料：財務省「貿易統計」（政府による食料援助を除く。）
注：数量１トン未満、金額20万円未満は計上されていない。

304
323

７１

（1～３月）

輸出1

品 目 名 2016年 2017年 2018年 2019年
2020年1～3月 （参考）

主な輸出先国対前年同期比

コメ・コメ加工品

数量（※） 24,135トン 28,340トン 31,741トン 34,851トン 8,279トン -2％
米国
香港
中国
台湾
韓国

シンガポール
金額 221億円 261億円 304億円 323億円 71億円 -11%

コメ
（援助米
を除く）

数量 9,986トン 11,841トン 13,794トン 17,381トン 4,688トン +27% 香港
シンガポール

米国
台湾
中国

金額 27億円 32億円 38億円 46億円 12億円 +24%

米菓
（あられ・

せんべい）

数量 3,567トン 3,849トン 4,053トン 4,033トン 897トン ‐3% 米国
台湾
香港

シンガポール
サウジアラビア

原料米
換算

3,032トン 3,272トン 3,445トン 3,428トン 763トン ‐3%

金額 38億円 42億円 44億円 43億円 9億円 ‐2%

日本酒
（清酒）

数量
19,737

キロリットル
23,482

キロリットル
25,747

キロリットル
24,928

キロリットル

5,034
キロリットル

‐29%
米国
中国
香港
韓国
台湾

シンガポール

原料米換
算

11,117トン 13,227トン 14,502トン 14,041トン 2,835トン ‐29%

金額 156億円 187億円 222億円 234億円 49億円 ‐18%

• 2019年のコメ・コメ加工品の輸出額は323億円（前年比６％増） 。
• うちコメの輸出は前年比23%増の46億円（数量では17,381トン、前年比26%増）。

特に香港・シンガポール・米国・中国向けの輸出が大幅に増加。
• 2020年3月31日に閣議決定された新たな食料・農業・農村基本計画において、2030

年の農林水産物・食品の輸出額目標を5兆円と設定。うちコメの輸出額は261億円が見
込まれている。



（１） 商業用の米の輸出数量及び金額の推移

2019年の商業用の米の輸出は、輸出数量が17,381トン（対前年比＋26％）、輸出
金額が約46億円（対前年比＋23％）と、数量及び金額共に過去最高を記録。
2020年１～３月の商業用の米の輸出は輸出数量が4,688トン（対前年同期比＋
27％）、輸出金額が約12億円（対前年同期比＋24％）。

輸出2

数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額
トン 百万円 トン 百万円 トン 百万円 トン 百万円 トン 百万円 トン 百万円

7,640 2,234 9,986 2,709 11,841 3,198 13,794 3,756 17,381 4,620 4,688 1,229
(+69%) (+56%) (+31%) (+21%) (+19%) (+18%) (+16%) (+17%) (+26%) (+23%) (+27%) (+24%)

2,519 659 3,342 842 4,128 1,016 4,690 1,160 5,436 1,372 1,767 454
(+38%) (+44%)

1,850 463 2,350 539 2,861 642 3,161 694 3,879 802 930 199
(+16%) (+22%)

322 103 812 236 986 320 1,282 404 1,980 543 514 134
(+18%) (+10%)

753 268 910 321 943 350 1,173 394 1,262 411 308 91
(+55%) (+17%)

568 291 375 163 298 97 524 211 1,007 363 235 75
(-2%) (-16%)

273 84 357 109 476 145 635 197 770 233 258 76
(+39%) (+40%)

208 37 395 71 192 51 320 81 578 145 140 36
(+22%) (+27%)

189 60 326 98 695 191 422 121 450 131 151 43
(+51%) (+41%)

142 15 74 16 101 33 118 37 213 65 5 2
(-86%) (-83%)

30 10 74 25 78 31 120 43 174 64 4 2
(-75%) (-78%)

124 41 167 45 259 62 221 51 234 59 54 13
(+6%) (+4%)

134 24 198 33 203 32 336 56 315 53 72 12
(+80%) (+72%)

91 29 90 32 62 26 92 36 140 52 25 11
(+9%) (+22%)

85 23 96 29 92 28 138 43 158 51 67 19
(+158%) (+110%)

33 14 39 16 61 27 78 32 93 40 19 10
(-5%) (+7%)

1 0 1 1 2 1 47 11 183 40 45 9
(+181%) (+165%)

53 14 96 23 105 24 112 30 102 30 16 6
(-47%) (-16%)

30 12 39 17 38 18 65 27 62 26 11 5
(-31%) (-29%)

80 17 97 30 72 26 1 2 90 25 － －
－ －

18 7 22 9 18 9 37 17 55 23 6 4
(+0%) (+9%)

137 62 126 54 171 70 222 110 200 91 61 29

397 135 574 180 943 283 800 253 1,050 326 155 54
(-30%) (-22%)

（参考）EU　※

シンガポール

アメリカ

ドイツ

カナダ

フランス

台湾

中国

オーストラリア

タイ

モンゴル

ベトナム

２０２０年

輸出合計

香港

２０１９年

資料：財務省「貿易統計」（政府による食糧援助を除く。）
注1：（　　）内は対前年同期増減率である。
注2：数量1トン未満、金額20万円未満は計上されていない。
※EUは2020年２月以降の統計からイギリス分が除かれている。

２０１５年 ２０１６年 ２０１７年 ２０１８年
(1～3月)

フィンランド

オランダ

マカオ

インドネシア

アラブ首長国連邦

その他

ロシア

イギリス

マレーシア



大手スーパーの持ち帰り寿司に日本産米が導入。

フィンランド 183トン（前年比＋289％） 40百万円（前年比＋263％）

（２） ２０１９年の主な増加要因
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• 全体として、日本食レストラン、寿司屋、おにぎり屋といった、日本産米を取り扱う
外食・中食店向けの需要が好調。

• 香港、シンガポール、米国等においては、日本産米を玄米で輸出し、現地で精米して
販売するビジネスが引き続き好調。

• 中国においては、日本食レストラン・現地系小売店の需要及びＥＣサイト、中秋節・
春節ギフト用の伸びにより、前年より著しく増加。

① 商業用の米の玄米・精米別輸出量の推移 ② 商業用の米の主な国別輸出量の推移

（トン）

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

14000

16000

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
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台湾 アメリカ
オーストラリア 中国

１人当たりGDPが高く、高所得層を中心に安定した需要がある。また現地系も含めて日本食レスト

ランチェーン向け等に安定的に輸出が増加している。更に、現地系スーパー等での販売や日本産米を用

いたおにぎり屋の店舗数拡大等により、ミドルレンジ層の需要が広がっている。

香 港 5,436トン（前年比＋16％） 1,372百万円（前年比＋18％）

１人当たりGDPが高く、高所得層を中心に安定した需要がある。高級店だけでなく、チェーン店の

日本食レストラン等向け需要が増加している。玄米で輸出し現地で精米して販売するビジネスの伸びが

顕著で、2015年に玄米輸出が精米輸出を上回り、201９年は玄米輸出の割合が６割以上を占める。

シンガポール 3,879トン（前年比＋23％） 802百万円（前年比＋15％）

米国産米の価格が上昇、日本産米との価格差が縮まったことにより、日系スーパー及び高級日本食レ

ストランを中心に取り扱い店舗が増加。日本産米の輸出は西海岸が中心であったが、近年は健康志向の

高所得者層向けに東海岸への輸出も増加。

アメリカ 1,980トン（前年比＋54％） 543百万円（前年比＋34％）

日本食レストランでの取扱増加に加え、小売では日本産米アンテナショップの出店や現地系小売店での取扱が増

加。また、主要販売経路であるＥＣサイトでの販売が好調なことや、高級品として中秋節・春節向けギフト用の伸

びが著しいこと等が寄与。展示会にて日本産米をPRしたことや、SNSを使用した情報発信も輸出増加に寄与。

中 国 1,007トン（前年比＋92％） 363百万円（前年比＋72％）

大手スーパーだけでなく、モスクワ市内の日本食レストランにも日本産米を導入される動きがある。

ロシア 174トン（前年比＋45％） 64百万円（前年比＋50％）

輸出3



（３） 米菓の輸出数量及び金額の推移

2019年の米菓の輸出は、輸出数量が4,033トン（対前年比±0％）、輸出金額が約43
億円（対前年比－3％）と、数量及び金額共に前年から減少。
2020年１～３月の米菓の輸出は、輸出数量が897トン（対前年同期比－３％）、輸出
金額が約９億円（対前年同期比－２％）。

輸出4



（４） 日本酒（清酒）の輸出数量及び金額の推移

2019年の日本酒の輸出は輸出数量が24,928キロリットル（対前年比－3％）、輸出金額
が約23億円（対前年比＋5％）と、数量は減少したものの、金額は過去最高を記録。
2020年１～３月の日本酒の輸出は輸出数量が5,034キロリットル（対前年同期比－
29％）、輸出金額が約49億円（対前年同期比－18％）。

数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額 数量 金額
キロリットル 百万円 キロリットル 百万円 キロリットル 百万円 キロリットル 百万円 キロリットル 百万円 キロリットル 百万円

18,180 14,011 19,737 15,581 23,482 18,679 25,747 22,232 24,928 23,412 5,034 4,939
(+11%) (+22%) (+9%) (+11%) (+19%) (+20%) (+10%) (+19%) (-3%) (+5%) (-29%) (-18%)

4,780 4,997 5,108 5,196 5,780 6,039 5,952 6,313 6,452 6,757 1,634 1,697
(-3%) (-3%)

1,576 1,172 1,910 1,449 3,341 2,660 4,146 3,587 5,145 5,001 722 724
(-45%) (-40%)

1,745 2,282 1,877 2,630 1,807 2,799 2,097 3,774 1,926 3,943 493 898
(-1%) (-5%)

3,367 1,364 3,695 1,562 4,798 1,864 5,351 2,212 2,912 1,360 213 150
(-86%) (-76%)

2,112 890 2,096 931 1,985 948 2,238 1,351 2,246 1,359 468 331
(-20%) (+1%)

437 526 509 601 530 691 610 837 609 857 120 175
(-12%) (-6%)

553 345 576 381 711 486 684 529 715 548 144 112
(-22%) (-4%)

358 310 409 362 444 396 502 446 483 439 117 120
(+6%) (+20%)

339 248 390 287 376 267 462 440 437 376 62 43
(-27%) (-52%)

252 260 317 323 388 348 298 324 352 373 83 93
(-19%) (-9%)

151 140 169 196 266 267 274 276 270 285 63 66
(+34%) (+33%)

503 230 461 240 472 252 604 300 627 276 179 72
(-6%) (-22%)

401 162 388 179 368 167 367 203 477 242 146 83
(+28%) (+29%)

213 181 223 201 289 265 283 244 253 242 62 47
(+28%) (-11%)

21 61 25 79 34 150 52 207 39 156 6 15
(-60%) (-71%)

205 130 183 108 276 144 223 161 247 142 78 46
(+6%) (+51%)

249 111 322 114 386 139 312 130 339 129 111 40
(+62%) (+67%)

184 88 184 93 219 109 207 93 248 119 75 38
(+43%) (+57%)

70 43 82 57 154 110 153 98 130 75 37 26
(-18%) (+24%)

35 31 49 52 50 48 67 63 67 74 15 10
(-27%) (-59%)

629 441 767 540 808 529 864 642 951 661 207 151

1,475 961 1,605 1,085 2,009 1,311 1,809 1,334 2,023 1,421 495 308
(+0%) (-9%)

ブラジル

スペイン

メキシコ

その他

資料：財務省「貿易統計」
注1：（　　）内は対前年同期増減率である。
注2：数量1キロリットル未満、金額20万円未満は計上されていない。
※EUは2020年２月以降の統計からイギリス分が除かれている。

（参考）EU　※

イタリア

シンガポール

カナダ

オーストラリア

ベトナム

イギリス

フランス

タイ

ドイツ

マレーシア

マカオ

オランダ

台湾

２０１５年 ２０１６年 ２０１７年 ２０１８年 ２０１９年
２０２０年

(1～3月)

輸出合計

アメリカ

中国

香港

韓国

輸出5



６ コメ・コメ加工品の輸出をめぐる状況と対応方向について

コメ・コメ関連食品の輸出拡大のため、精米だけでなく、包装米飯・日本酒・米菓も含め

たコメ加工品の輸出に力を入れることとしている。

【コメ（包装米飯含む）】

現地での精米の取組や炊飯ロボットと合わせた外食への販売など、日本米のプレゼ

ンスを高める取組を推進。

★重点国

新興市場：台湾、豪州、ＥＵ、ロシア、中国、米国等

安定市場：香港、シンガポール

〈主な取組（令和元年度）〉

○米国のホテルレストランや飲食店オーナー、ディストリビューター等を招聘し、産地視察

や輸出業者とのビジネスマッチングを実施。

【米菓】

相手国のニーズに合った商品の開発、手軽なスナックとしてのプロモーション強化。

★重点国

新興市場：中東、中国、ＥＵ

安定市場：台湾、香港、シンガポール、米国

〈主な取組（令和元年度）〉

○北米で開催される展示会への出展及び現地小売店と連携したプロモーション・テスト販売

を実施。

【日本酒】

発信力の高い都市や重点市場でのイベント・事業を実施するほか、セミナー等を通

じて、日本酒の良さについて普及。日本酒の生産増に対応した酒造好適米の増産が可

能となるよう措置。

★重点国

新興市場：ＥＵ、台湾、中国、ブラジル、ロシア、韓国

安定市場：米国、香港

〈主な取組（令和元年度）〉

○中国・北京において、一般消費者による日本酒の品評会（Sake-China）を開催。

コメ・コメ関連食品の輸出拡大のため、他の品目に先がけて、オールジャパンでコメ・コメ

関連食品の輸出を促進する全国団体（全日本コメ・コメ関連食品輸出促進協議会）を平成26

年11月27日に立ち上げ、統一ロゴマークの開発・発表、海外でのPRイベント等を開催。

〈日本産米輸出の統一ロゴマーク〉

（注） ＱＲコードから、日本産米のＰＲ映像が流れるＨＰへリンク

輸出拡大に向けた対応方向

輸出拡大に向けた取組

輸出6輸出6



米の消費動向に関する調査の結果概要

25%

24%

14%

28%

44%

38%

31%

26%

8%

33%

13%

10%

7%

8%

9%

0%

10%

5%

3%

5%

19%

21%

9%

9%

26%

0%

0%

2%

2%

1%

31%

28%

51%

30%

10%

60歳以上

50〜59歳

40〜49歳

30〜39歳

18〜29歳

2%3%11%
10%11%
5%10%11%21%35%
13%15%19%14%19%
29%25%30%23%22%
37%32%35%15%16%

60歳以上

値段が⾼くなったから
炊飯をする時間がなくなったから・準備に⼿間がかかるから
ご飯よりもパンや麺の⽅が味がよいから
副菜・おかずを⾷べる量を増やし、主⾷を⾷べる量を減らしたから

米の消費量の変化 ③

○ ５年前よりも米の消費量が増えた理由を性別・年代別で見ると、
① 男女ともに18～29歳では、「お米が好きになったから・味が良くなったから」、「お米が健康

によいと感じたから」と回答する割合が高い。

② また、男女ともに60歳以上では、「お米は食べ応えがあるから・腹もちがよいから」と回答
する割合が高い。

５年前に比べて米の消費量を増やした理由（性別、年代別、複数回答）

25%24%14%28%44%

38%31%26%8%
33%

13%10%7%8%
9%

0%10%5%3%
5%

19%21%9%9%
26%

0%0%
2%2%
1%

31%28%51%30%10%

60…
30…

お⽶が好きになったから・味が良くなったから
お⽶は⾷べ応えがあるから・腹もちがよいから
お⽶の値段が安くなったから・お⽶は経済的だから

31%

33%

33%

49%

78%

39%

24%

18%

40%

50%

8%

21%

11%

24%

20%

0%

0%

6%

16%

6%

23%

21%

4%

22%

22%

0%

3%

2%

2%

7%

15%

18%

35%

11%

4%

60歳以上

50〜59歳

40〜49歳

30〜39歳

18〜29歳

米の消費量の変化 ④

○ ５年前よりも米の消費量が減った理由を性別・年代別で見ると、
① 「副菜・おかずを食べる量を増やし、主食を食べる量を減らしたから」、「主食も副菜も含め

て、食べる量を減らしたから」と回答する割合が全体的に高い。

② また、男性の18～29歳、男女ともに30～39歳では、「炊飯する時間がなくなったから・準備に
手間がかかるから」と回答する割合が高い。

５年前に比べて米の消費量を減らした理由（性別、年代別、複数回答）

男性 女性

2%

2%

2%

15%

9%

5%

7%

16%

22%

17%

16%

18%

18%

17%

24%

40%

33%

29%

44%

16%

29%

27%

29%

22%

21%

16%

17%

18%

11%

10%

60歳以上

50〜59歳

40〜49歳

30〜39歳

18〜29歳

2%

3%

11%

10%

11%

5%

10%

11%

21%

35%

13%

15%

19%

14%

19%

29%

25%

30%

23%

22%

37%

32%

35%

15%

16%

14%

17%

2%

21%

6%

60歳以上

50〜59歳

40〜49歳

30〜39歳

18〜29歳

女性男性
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家庭内食の動向

○ 家庭での１週間の食事回数は、５年前と比べて「変わらない」との回答が約７割。
○ 家庭で食べる主食は「ご飯」が87％と圧倒的。選択理由から、習慣化されていることが背景にある

模様。
○ 家庭で食べる主食に「ご飯」以外と回答した者（n＝335）においては、「パンや麺が好きだから」

が最も多く、次いで「炊飯をする時間がなくなったから・準備に手間がかかるから」が多い。

家庭内食での食事回数（５年前との比較）

客体数 3,231 100%
増えてきている 527 16%
減ってきている 442 14%
変わらない 2,167 67%
家庭内食の利用がない 95 3%

家庭内食での主食選択

客体数※ 3,136 100%
ご飯 2,729 87%
パン 211 7%
麺 95 3%
その他 29 1%
食べない 72 2%
※客体数の全体（3,231名）から無回答を除いたもの

家庭内食で「ご飯」を選択する理由（複数回答）

客体数 2,729 100%
お米が好きになったから・味が良くなったから 665 24%
お米は食べ応えがあるから・腹もちがよいから 883 32%
お米の値段が安くなったから・お米は経済的だから 178 7%
ふるさと納税などでお米が手に入りやすくなったから 71 3%
お米が健康によいと感じたから 376 14%
パンや麺の味が落ちたから 20 1%
冷凍食品などが便利だから 51 2%
ご飯を食べることが習慣化されているから 1,214 45%
その他 37 1%

家庭内食で「ご飯」以外を選択する理由（複数回答）

客体数 335 100%
お米の値段が高くなったから 29 9%
炊飯をする時間がなくなったから・準備に手間がかかるから 88 26%
パンや麺が好きだから 139 42%
ご飯よりもパンや麺の方が味がよいから 26 8%
パンや麺などの製品がご飯を使った製品よりもバリエーションが豊富だから 24 7%
パンや麺などの製品の値段が安くなったから 19 6%
パンや麺が健康によいと感じたから 6 2%
ご飯の味が落ちたから 2 1%
パンや麺を食べることが習慣化されているから 45 13%
その他 27 8%

低糖質ダイエット ②

○ やめた理由では「継続することが難しかったから」、次いで「効果がなかったから」との回答が
多い。

○ 年代別に見ると、18～29歳・60歳以上で「健康に良くないと聞いたから」と回答する割合が全体
（14％）よりも高い。

実施状況

客体数 396 100%
効果がなかったから 83 21%
継続することが難しかったから 170 43%
体調を崩したから 50 13%
健康に良くないと聞いたから 57 14%
目標を達成したから 78 20%
その他 10 3%

28%

17%

26%

19%

18%

36%

41%

39%

54%

44%

8%

12%

6%

15%

19%

17%

13%

14%

12%

16%

25%

20%

24%

19%

13%

2%

3%

6%

0%

1%

60歳以上

50〜59歳

40〜49歳

30〜39歳

18〜29歳

効果がなかったから 継続することが難しかったから
体調を崩したから 健康に良くないと聞いたから
⽬標を達成したから その他

やめた理由（年代別、複数回答）
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9%7%14%17%22%14%23%21%30%26%30%28%20%17%21%23%17%12%10%18%17%14%10%6%5%60歳…

価格が⾼くなったから 炊飯をする時間がなくなったから・準備に⼿間がかかるから

副菜・おかずを⾷べる量を増やし、主⾷を⾷べる量を減らしたから 主⾷も副菜も含めて、⾷べる量を減らしたから

その他

米価に対する認識・米価変動時の消費行動②

○ 米価変動と購買意欲の関係について、価格が上がっても購入量・購入額を変えないとの回答が
44％で最も多く、価格が上がれば量もしくは額を減らすとの回答計 42％とほぼ拮抗。後者の回答を
選択した者（n=1,099）に対して、価格がその後下がった場合にどうするか聞いたところ、６割は
「量か額を増やす」とし、４割は「変えない」との意向。

○ 価格上昇時に「購入量を減らす」と回答した者（335名）のうち、その後、価格が下がっても、
「米の購入量を増やさない」との回答は約３割（111名）。

○ 価格上昇時に「購入額を減らす」と回答した者（764名）のうち、その後、価格が下がっても、
「米の購入額を増やさない」との回答は約４割（339名）。

価格上昇時の対応

客体数 2,597 100%
米の購入量を減らす（５kgずつ買っていたものを２kgずつにするなど） 335 13%
米の購入額を減らす（同じ量で価格の安い品種・ブレンド米を購入するなど） 764 29%
米の購入量・購入額は変えず、米以外の食品の購入量・購入額を減らす 331 13%
米も米以外の食品も購入量・購入額を変えない 1,131 44%
その他 36 1%

※客体数は普段から米を購入しない者を除いたもの

価格上昇後、下落した時の対応

上昇時に「購入量を減らす」と回答した者

客体数 335 100%
お米の購入量を増やす（２kgずつ買っていたものを５kgずつにするなど） 177 53%
お米の購入額を増やす（同じ量で価格の高い品種・有機栽培米を購入するなど） 47 14%

お米の購入量・購入額は変えず、お米以外の食品の購入量・購入額を増やす 38 11%
お米もお米以外の食品も購入量・購入額を変えない 73 22%

その他 0 0%

価格下落時の対応

客体数 2,597 100%
米の購入量を増やす（２kgずつ買っていたものを５kgずつにするなど） 340 13%
米の購入額を増やす（同じ量で価格の高い品種・有機栽培米を購入するなど） 455 18%
米の購入量・購入額は変えず、米以外の食品の購入量・購入額を増やす 380 15%
米も米以外の食品も購入量・購入額を変えない 1,403 54%
その他 19 1%

※客体数は普段から米を購入しない者を除いたもの

上昇時に「購入額を減らす」と回答した者

客体数 764 100%
お米の購入量を増やす（２kgずつ買っていたものを５kgずつにするなど） 101 13%
お米の購入額を増やす（同じ量で価格の高い品種・有機栽培米を購入するなど） 322 42%

お米の購入量・購入額は変えず、お米以外の食品の購入量・購入額を増やす 139 18%
お米もお米以外の食品も購入量・購入額を変えない 200 26%

その他 2 0%

米の消費意向 ②

○ 今よりも食べたいと思っていても食べていない理由では、「炊飯をする時間がなくなったから・準
備に手間がかかるから」との回答が最も多い。

○ 年代別で見ると、18～29歳では「価格が高くなったから」、30～39歳では「炊飯をする時間がなく
なったから・準備に手間がかかるから」が全体よりも高くなっており、ライフスタイルが反映され
ている。

○ ５年後の自身の消費量は、「変わらない」と見込む回答が約６割で最も多い。一方、「減ってい
る」と見込む回答は約２割。

米を今よりも食べたいと思っていても 食べていない理由（複数回答） ５年後の自身の米の消費量

客体数 628 100%
価格が高くなったから 95 15%
炊飯をする時間がなくなったから・準備に手間がかかるから 149 24%
副菜・おかずを食べる量を増やし、主食を食べる量を減らしたから 142 23%
主食も副菜も含めて、食べる量を減らしたから 99 16%
その他 59 9%

※客体数のうち、「理由なし」を除いたもの

客体数 3,231 100%
今よりも増えていると思う 175 5%
今よりも減っていると思う 707 22%
今と変わらないと思う 1,852 57%
わからない 497 15%

米を今よりも食べたいと思っていても 食べていない理由（年代別、複数回答） ５年後の自身の米の消費量（年代別）

9%

7%

14%

17%

22%

14%

23%

21%

30%

26%

30%

28%

20%

17%

21%

23%

17%

12%

10%

18%

17%

14%

10%

6%

5%

60歳以上
50〜59歳
40〜49歳
30〜39歳
18〜29歳

2%

3%

4%

7%

12%

36%

27%

16%

13%

17%

56%

55%

65%

58%

53%

7%

15%

14%

22%

18%

60歳以上
50〜59歳
40〜49歳
30〜39歳
18〜29歳

今よりも増えていると思う 今よりも減っていると思う

今と変わらないと思う わからない
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幼少期の米消費と現在の米消費の関係

○ 「就学前」、「小学生（６～12歳）」、「中学生（12～15歳）」の３つの期間において、
① ２期間以上で主食がご飯だった場合（全体（n=3231）の85％）
② 主食がご飯だった期間が１期間以下の場合（同15％）
を比較すると、①と回答した者の方が、大人になってからも主食としてご飯を選択することが多い。

○ 食事別（家庭内食・中食・外食）では、中食での選択において、最も差が大きい。

幼少期の食習慣と現在の主食選択の関係性

３つの時期のうち、主食が「ご飯」※である時期数が２つ以上

現在の家庭内食での主食選択

客体数 2,742 100%
ご飯 2,392 87%
パン 151 6%
麺 77 3%
その他 26 1%
食べない 49 2%
無回答 47 2%

現在の中食での主食選択

客体数 2,742 100%
ご飯（お弁当などを含む） 1,520 55%
パン 420 15%
麺 334 12%
その他 17 1%
食べない（主食は別に用意し、惣菜などを購入するなど） 248 9%
無回答 203 7%

現在の外食での主食選択

客体数 2,742 100%
ご飯 1,624 59%
パン 153 6%
麺 584 21%
その他 28 1%
食べない（外食ではおかずのみ食べるなど） 173 6%
無回答 180 7%

※ １日の食事（朝・昼・夕の３食）のうち２食以上が「ご飯」を主食としていた場合、当該時期での主食を「ご飯」として分類。

３つの時期のうち、主食が「ご飯」※である時期数が１つ以下

現在の家庭内食での主食選択

客体数 489 100%
ご飯 337 69%
パン 60 12%
麺 18 4%
その他 3 1%
食べない 23 5%
無回答 48 10%

現在の中食での主食選択

客体数 489 100%
ご飯（お弁当などを含む） 170 35%
パン 106 22%
麺 72 15%
その他 6 1%
食べない（主食は別に用意し、惣菜などを購入するなど） 60 12%
無回答 75 15%

現在の外食での主食選択

客体数 489 100%
ご飯 210 43%
パン 56 11%
麺 101 21%
その他 8 2%
食べない（外食ではおかずのみ食べるなど） 44 9%
無回答 70 14%
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別冊「資料編」では、より詳細な情報をご覧いただけます。

－ 別冊「資料編」の目次 －

○⽶に関する各種情報は「⽶に関するメールマガジン」でも毎⽉発信中です。登録⽅法は下記URLを参照ください。
http://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/index.html 

Ⅰ　米の在庫情報

１ 平成29・30年産の産地別民間在庫の推移（うるち米）（速報） 在庫１ Excel

Ⅱ　米の契約・販売情報

1 産地別事前契約数量（累計、うるち米、平成26～29年産） 契約１ Excel

2 平成29・30年産米の産地別契約・販売状況（累計、うるち米）（速報） 契約３ Excel

3 備蓄米の買入入札の結果（落札実績）（平成23年産～令和２年産） 契約15

Ⅲ　米の価格情報

１ 米の相対取引価格の推移（通年平均価格） 価格１ Excel

２ 米の現物市場の状況 価格４

Ⅳ　支援事業等

水田活用の直接支払交付金 支援１

畑作物の直接支払交付金（ゲタ対策） 支援６

米・畑作物の収入減少影響緩和交付金（ナラシ対策） 支援8

収入保険 支援10

主食用米の需給安定の考え方、米穀周年供給・需要拡大支援事業 支援12

コメ海外市場拡大戦略プロジェクト 支援14

Ⅴ　主食用米以外の情報

１ 加工用米及び新規需要米等の生産状況

加工用米の生産量（平成17～令和元年産） 加工１

新規需要米等の用途別作付・生産状況の推移（平成20～令和元年産） 加工１

令和元年産　都道府県別の生産状況 加工２

２ 加工用米及び新規需要米の取組状況概要

30米穀年度における加工原材料用米穀の使用状況（推計） 加工３

加工原材料用米穀の使用状況（推計）の推移 加工４

３ 酒造好適米の需給状況

日本酒の出荷状況 酒造１

日本酒原料米の使用状況 酒造１

酒造好適米の生産量 酒造２

酒造好適米の需要量 酒造２

４ 飼料用米の需要量 飼料１

Ⅵ その他

水稲うるち玄米の農産物検査結果 検査１

麦・大豆の需要情報

① 令和２年産麦の産地別銘柄別入札結果  麦 １

② 令和元年産大豆の産地別銘柄別入札結果 大豆１

野菜等の需給情報 野菜１

令和元年産水稲の収穫量 統計１

水稲作付面積及び収穫量等の年次別推移（全国） 統計６

水稲玄米のふるい目幅別重量分布状況、 

　　10ａ当たり収量及び収穫量（子実用）の年次別推移（全国） 統計６

年産・都道府県別主食用米の作付面積及び収穫量等の推移 統計８（７）
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